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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年5月6日(2021.5.6)

【公開番号】特開2021-8481(P2021-8481A)
【公開日】令和3年1月28日(2021.1.28)
【年通号数】公開・登録公報2021-004
【出願番号】特願2020-164124(P2020-164124)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  38/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/713    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  48/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  41/00     (2020.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/19     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/17     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/24     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/63     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   38/02     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/713    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ   48/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   41/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/00     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/19     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/20     　　　　
   Ａ６１Ｋ   38/17     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/24     　　　　
   Ｃ１２Ｎ   15/63     　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和3年3月18日(2021.3.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　癌性腫瘍を有する被験体を治療するために用いられる医薬であって、膜結合型ＧＩＴＲ
Ｌをコードする第１の核酸と、ＩＬ－１２及び／又はＩＬ－１５をコードする第２の核酸
とを含み、前記治療は、有効用量の前記第１の核酸と前記第２の核酸とを前記癌性腫瘍に
注入することと、前記腫瘍に対して電気穿孔療法を施すこととを含み、前記電気穿孔療法
が約１００マイクロ秒～約２０ミリ秒のパルス幅に亘って、約２００Ｖ／ｃｍ～約１５０
０Ｖ／ｃｍの少なくとも１回の電圧パルスの施行を含む、医薬。
【請求項２】
　前記第２の核酸がＩＬ－１２及びＩＬ－１５をコードする、請求項１に記載の医薬。
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【請求項３】
　前記第１の核酸と前記第２の核酸とが、同一の発現プラスミド上に存在する、請求項１
又は２に記載の医薬。
【請求項４】
　前記膜結合型ＧＩＴＲＬが、
　異種性膜貫通ドメインと結合した、ＧＩＴＲＬの細胞外ドメイン（ＥＣＤ）一本鎖三量
体（ＳＣＴ）を含むか、又は
　ＧＣＮ４ｐＩＩ三量体化モチーフ及び異種性膜貫通ドメインと結合した、ＧＩＴＲＬの
細胞外ドメイン（ＥＣＤ）を含む、請求項１～３のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項５】
　前記腫瘍に送達される前記少なくとも１回の電圧パルスが約３００Ｖ／ｃｍ～約１５０
０Ｖ／ｃｍである、請求項１～４のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項６】
　前記腫瘍が黒色腫である、請求項１～５のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項７】
　癌性腫瘍を有する被験体を治療するために用いられる医薬であって、膜結合型ＧＩＴＲ
Ｌをコードする第１の核酸と、ＩＬ－１２及び／又はＩＬ－１５をコードする第２の核酸
とを含み、前記治療は、
　前記治療が第１の有効用量の前記第１の核酸と前記第２の核酸とを前記癌性腫瘍に注入
することと、第１の時間（Ｔ１）に前記腫瘍に対して第１の電気穿孔療法を施すことと；
　第２の有効用量の第１の核酸と前記第２の核酸とを前記癌性腫瘍に注入することと、第
２の時間（Ｔ２）に前記腫瘍に対して第２の電気穿孔療法を施すこととを含み、
　　前記時間Ｔ２が前記時間Ｔ１より後であり、かつ
　　前記第１及び第２の電気穿孔療法がそれぞれ約１００マイクロ秒～約２０ミリ秒のパ
ルス幅を有する少なくとも１回の電圧パルスの施行を含む；
医薬。
【請求項８】
　前記第２の核酸がＩＬ－１２及びＩＬ－１５をコードする、請求項７に記載の医薬。
【請求項９】
　前記第１の核酸と前記第２の核酸とが、同一の発現プラスミド上に存在する、請求項７
又は８に記載の医薬。
【請求項１０】
　前記膜結合型ＧＩＴＲＬが、
　異種性膜貫通ドメインと結合した、ＧＩＴＲＬの細胞外ドメイン（ＥＣＤ）一本鎖三量
体（ＳＣＴ）を含むか、又は
　ＧＣＮ４ｐＩＩ三量体化モチーフ及び異種性膜貫通ドメインと結合した、ＧＩＴＲＬの
細胞外ドメイン（ＥＣＤ）を含む、請求項７～９のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項１１】
　前記腫瘍に送達される前記少なくとも１回の電圧パルスが約２００Ｖ／ｃｍ～約１５０
０Ｖ／ｃｍである、請求項７～１０のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項１２】
　前記腫瘍が黒色腫である、請求項７～１１のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項１３】
　前記時間Ｔ１が第０日目であり、前記時間Ｔ２が第４日目である、請求項７～１２のい
ずれか一項に記載の医薬。
【請求項１４】
　前記治療が、第３の有効用量の前記第１の核酸と前記第２の核酸とを前記癌性腫瘍に注
入することと、第３の時間（Ｔ３）に前記腫瘍に対して第３の電気穿孔療法を施すことと
を含み、ここで時間Ｔ３が時間Ｔ２の後であり、前記第３の電気穿孔療法が約１００マイ
クロ秒～約２０ミリ秒のパルス幅を有する少なくとも１回の電圧パルスの施行を含む、請
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求項７～１３のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項１５】
　前記時間Ｔ３に施行される少なくとも１回の電圧パルスが約２００Ｖ／ｃｍ～約１５０
０Ｖ／ｃｍである、請求項１４に記載の医薬。
【請求項１６】
　前記時間Ｔ３が第７日目である、請求項１４又は１５に記載の医薬。
【請求項１７】
　前記少なくとも１回の電圧パルスが約１００マイクロ秒～約２０ミリ秒のパルス幅を有
する低電圧パルスを含む、請求項１～１６のいずれか一項に記載の医薬。
【請求項１８】
　前記少なくとも１回の電圧パルスが３５０Ｖ／ｃｍである、請求項１～１７のいずれか
一項に記載の医薬。
【請求項１９】
　前記電気穿孔療法は、１０ミリ秒の８回のパルスを含む、請求項１８に記載の医薬。
【請求項２０】
　被験体における遠位腫瘍及び転移を治療するために用いられる医薬であって、
　　膜結合型ＧＩＴＲＬをコードする第１の核酸と、ＩＬ－１２及び／又はＩＬ－１５を
コードする第２の核酸とを含み、
　　　ここで、前記第１の核酸と前記第２の核酸とが、同一の発現プラスミド上に存在し
てもよく、
　　前記治療は、有効用量の前記第１の核酸と前記第２の核酸とを前記癌性腫瘍に注入す
ることと、前記腫瘍に対して電気穿孔療法を施すこととを含み、前記電気穿孔療法が約１
００マイクロ秒～約２０ミリ秒のパルス幅に亘って、約２００Ｖ／ｃｍ～約１５００Ｖ／
ｃｍの少なくとも１回の電圧パルスの施行を含む、医薬。
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